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｜
｜
例
会
記
録
一

六
月
例
会
平
成
十
四
年
六
月
二
十
二
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
助
産
婦
教
育
の
歴
史
的
変
遷
Ｉ
明
治
か
ら
現
代

高
橋
み
や
子

一
、
相
州
小
田
原
の
医
史
片
々

中
西
淳
朗

七
～
九
月
休
会

十
月
例
会
平
成
十
四
年
十
月
二
十
六
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
三
番
教
室

一
、
定
着
村
へ
の
歩
み
Ｉ
戦
後
韓
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策魯

紅
梅

一
、
ア
メ
リ
カ
医
学
図
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
医
書
な
ど
に
つ
い
て

酒
井
シ
ヅ

十
一
月
例
会
平
成
十
四
年
十
一
月
十
六
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
の
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
に
お

け
る
ア
ナ
ト
ミ
ア

月
澤
美
代
子

監
劣
珠
記
事
糸
同
滞
尚
滞
恭
弗
夫
劣
詣
弗
糸
去
失
去
劣
同
洗
携
夫
諜

日
本
医
史
学
会
史
を
あ
む
に
あ
た
り
、
医
史
学
研
究
室
の
方
が
た
の

ご
協
力
を
え
て
、
資
料
を
い
く
つ
か
あ
つ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、

戦
前
の
例
会
で
は
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
、
史
料
展
示
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
。
史
料
を
ス
ラ
イ
ド
で
み
せ
ら
れ
る
よ
り
は
、
そ
の
物
を
直
接
に
み

る
ほ
う
が
ず
っ
と
印
象
ふ
か
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
今
回
、
あ
つ
め
た
資
料
を
直
接
お
目
に
か
け
る
こ
と
に
し

た
。
発
表
者
は
医
史
学
研
究
室
の
方
が
た
と
の
連
名
に
す
る
べ
き
だ

が
、
「
日
本
医
史
学
会
総
会
百
回
記
念
誌
」
の
酒
井
シ
ヅ
編
集
委
員
長
の

指
示
で
、
岡
田
の
単
名
と
し
た
。
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｜
例
会
抄
録
一

日
本
医
史
学
会
史
資
料
供
覧

一
、
国
幹
浅
井
篤
太
郎
の
医
術
開
業
免
状
下
付
願岡

田
靖 樋

口
輝
雄

鮒


